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躍
進
す
る
年
に
!!

　

新
年
を
迎
え
謹
ん
で

　
　

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

相
良
村
議
会　
　
　

議
長　

友
田　

政
春

　

明
け
ま
し
て
お
目
出
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
定
例
議
会
の
「
議
会
だ

よ
り
」
と
共
に
、
大
変
遅
く
な
り
ま
し

た
が
心
新
に
議
員
一
同
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
相
良
村
合
併
六
十
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
第
六
回
目
の
記
念
式
典
が
盛
大

に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
、
私
は
当
時
職
員
で

あ
り
ま
し
た
の
で
、
胸
心
に
深
く
思
い
を

は
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
相
良
村
」
と
は
多
く
の
村
民
の

公
募
に
よ
り
、「
相
良
藩
」
か
ら
取
り
命

名
さ
れ
た
格
式
の
あ
る
「
相
良
村
」
で
あ

り
、
皆
様
と
と
も
に
誇
り
に
思
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
全
国
的
な
傾
向
で
す
が
、
少
子

高
齢
化
と
共
に
本
村
は
合
併
時
の
人
口
は

五
二
％
余
り
の
減
少
率
と
な
り
、
益
々
減

少
が
続
く
こ
と
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
為
、
国
は
一
昨
年
地
方
創
生
事
業

と
し
て
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」
地
方

再
生
を
目
的
に
「
総
合
戦
略
」
を
基
本
に

事
業
計
画
を
作
成
し
、
地
域
活
性
化
を
計

ろ
う
か
と
実
施
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
事
業
に
当
た
っ
て
は
、
村
議
会
・
生

産
、
消
費
等
の
関
係
者
と
一
致
団
結
し
て

実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
は
ど
こ
が
、
ど
の
様
に

変
わ
り
活
性
化
に
繋
が
っ
た
か
感
じ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

相
良
村
は
、
先
人
が
築
き
磨
い
て
き
た

多
く
の
伝
統
文
化
等
の
貴
重
な
資
源
を
さ

ら
に
子
孫
に
継
承
す
る
た
め
、
村
民
一
体

と
な
り
盛
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
！！

　

日
頃
の
事
業
が
創
生
事
業
で
あ
る
こ
と

は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
村
は
お
茶

生
産
は
面
積
・
量
と
も
に
日
本
有
数
の
産

地
と
し
て
又
優
秀
な
生
産
者
も
多
く
、
全

体
的
に
資
質
向
上
、
さ
ら
に
所
得
増
収
に

繋
げ
、
さ
ら
に
本
村
の
特
産
品
化
に
努
力

し
て
頂
き
た
い
と
期
待
し
て
い
る
。

　

議
会
も
首
長
も
共
に
選
挙
で
選
出
さ
れ

た
、
二
元
代
表
制
の
代
表
で
あ
り
、
目
的

方
向
性
は
全
く
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
そ

の
方
法
に
相
違
が
あ
る
こ
と
は
議
員
同
士

も
理
解
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
も
、
他
人
ご
と
で
は
全
く

な
く
、
村
民
の
た
め
、
政
策
の
実
現
に
は
、

執
行
部
と
共
に
、
国
・
県
と
の
信
頼
関
係

を
保
ち
村
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
議

員
、
自
ら
条
例
等
の
政
策
の
発
議
な
ど
建

設
的
な
議
論
を
行
い
村
民
の
貴
重
な
ご

意
見
を
賜
り
笑
顔
で
明
る
い
相
良
村
を

村
民
一
体
で
建
設
し
よ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

最
後
に
村
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長

　

友　

田　

政　

春

副
議
長

　

池　

田　

勝　

吉

議
員

　

茂　

吉　

隆　

典

　

小　

善　

満　

子

　

髙　

岡　

重　

盛

　

市　

岡　

智　

惠

　

西　

本　

巳
喜
男

　

中　

村　

重　

道

　

黒　

木　

正　

照

明けましておめでとうございます
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平成28年  第８回定例会報告
一般会計補正予算２億962万2千円を追加

　平成28年第8回12月定例会が、12月14日から16日までの3日間の会期で開催され、平成28年度一般会計及び特
別会計補正予算５件、条例の制定等４件、相良村固定資産評価審査委員の選任同意3件、「地方議会議員の厚生
年金制度への加入を求める意見書」発議１件が提案され、慎重に審議した結果、原案どおり可決及び同意しま
した。
　一般質問には8人が登壇し、村長の考えを質しました。

○条例議案・・・原案可決
　議案第64号　相良村農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数に関する条例の制定について

　議案第65号　相良村報酬、費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について

　議案第66号　相良村税条例の一部を改正する条例の制定について

　議案第67号　相良村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

平成28年  第７回臨時会報告
　平成２８年第７回臨時会が、11月11日に招集され、公有財産の取得について、平成28年度一般会計補正予算

（第５号）、平成28年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第２号）、平成28年度相良村農業集落排水特別会計補
正予算（第３号）が提案され、慎重に審議した結果、原案とおり可決しました。

○公有財産の取得について・・・原案可決
　議案第60号　公有財産の取得について

　議案第61号　平成２８年度相良村一般会計補正予算（第５号）
　歳入歳出それぞれに2,030万円を追加し、総額34億2,637万3千円とする補正で、採決の結果、賛成全員で可決
しました。補正の主なものは下記のとおりです。

歳　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

繰 入 金 199,644 20,300 219,944 財政調整基金繰入金
歳 入 合 計 3,406,073 20,300 3,426,373

歳　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

衛 生 費 261,383 1,300 262,683 簡易水道特別会計繰出金
農林水産業費 549,881 3,800 553,681 広域農道伸縮装置修繕等
諸 支 出 金 1 15,200 15,201 柳瀬石倉周辺土地購入費等
歳 出 合 計 3,406,073 20,300 3,426,373
※補正のあったものだけを明記しているため、歳入歳出が合計の数字とは一致しません。

○特別会計補正予算議案・・・原案可決
　議案第62号　平成28年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第２号）
　議案第63号　平成28年度相良村農業集落排水特別会計補正予算（第３号）
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○特別会計補正予算議案・・・原案可決
　議案第69号　平成28年度相良村国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
　議案第70号　平成28年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第３号）
　議案第71号　平成28年度相良村農業集落排水特別会計補正予算（第４号）
　議案第72号　平成28年度相良村介護保険特別会計補正予算（第３号）
　議案第73号　平成28年度相良村後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

○同　意・・・・原案同意
　同意第２号　相良村固定資産評価審査委員会委員の選任について（松岡　和雄氏）
　同意第３号　相良村固定資産評価審査委員会委員の選任について（坂田　尚禧氏）
　同意第４号　相良村固定資産評価審査委員会委員の選任について（池田　一洋氏）

○議員発議・・・可決
　発議第５号　地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書

　議案第６８号　平成２８年度相良村一般会計補正予算（第６号）
　歳入歳出それぞれに2億962万2千円を追加し、総額36億3,599万5千円とする補正で、採決の結果、賛成全員で
可決しました。補正の主なものは下記のとおりです

歳　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

村 　 　 　 税 320,891 △ 330 320,561 市町村たばこ税等
地方特例交付金 700 138 838 地方特例交付金
地 方 交 付 税 1,620,059 157,262 1,777,321 普通交付税・特別交付税
分担金及び負担金 28,662 3,835 32,497 阿蘇火山等防災特産対策事業等
国 庫 支 出 金 295,033 15,299 310,332 臨時福祉給付金事業補助金等
県 支 出 金 266,427 179,706 446,133 林業・木材産業生産性強化等
財 産 収 入 14,074 294 14,368 土地売払い等
寄　 附　 金 4,222 259 4,481 ふるさと寄附金
繰　 入　 金 219,944 △ 150,000 69,944 財政調整基金繰入金
諸　 収　 入 9,648 12,159 21,807 熊本県市町村振興協会災害見舞金等
村 　 　 　 債 382,400 △ 9,000 373,400 林道整備事業債
歳 入 合 計 3,426,373 209,622 3,635,995

歳　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

議　 会　 費 59,191 △ 4,168 55,023 議員報酬等
総　 務 　 費 559,582 10,602 570,184 経済対策臨時福祉給付金等
民   生　 費 813,667 △ 4,401 809,266 児童手当等
衛   生   費 262,683 609 263,292 健康教室等
農林水産業費 553,681 212,464 766,145 阿蘇火山等防災特産対策事業等
商　 工 　 費 34,586 51 34,637 瀬戸堤公園水道料
土　 木　 費 223,722 6,634 230,356 歩道拡幅工事等
消　 防 　 費 201,375 29 201,404 人吉下球磨消防組合負担金
教　 育 　 費 392,636 △ 9,649 382,987 特別支援教育支援員報酬等
公　 債　 費 304,865 △ 2,549 302,316 利子及び割引料等
歳 出 合 計 3,426,373 209,622 3,635,995
※補正のあったものだけを明記しているため、歳入歳出合計の数字とは一致しません。
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一 般 質 問

村
民
の

声
を

村
政
に
！

　

議
会
だ
よ
り
は
、
文
字
数

が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
質

問
内
容
の
全
て
を
掲
載
す
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

広
報
委
員
会
よ
り

徳
島
県
那
賀
郡
那な

が賀
町ち
ょ
うの
木

沢
林
業
研
究
会
で
は
、
ミ
ツ
マ
タ
が
シ
カ

に
食
べ
ら
れ
な
い
こ
と
に
着
目
、
山
肌
を

守
る
と
と
も
に
、
紙
幣
の
原
料
と
し
て
出

荷
、
新
た
な
収
入
源
に
し
よ
う
と
い
う
こ

と
で
、
平
成
25
年
３
月
か
ら
植
樹
を
し
収

入
を
得
る
事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
製

品
化
さ
れ
た
紙
幣
の
原
料
は
30
キ
ロ
９
万

円
で
独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局
が
買
い

取
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
村
に
於
い

て
も
、
耕
作
放
棄
地
等
を
活
用
、
高
齢
者

の
収
入
を
確
保
す
る
産
業
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
村
長
の
考
え
は
。

紙
幣
の
原
料
に
な
る
ミ
ツ
マ
タ

の
栽
培
を
相
良
村
で
高
齢
者
の
収
入
確
保

に
奨
励
し
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
、
非
常
に
適
し
て
い
る
と
言
う
事
で

す
が
、
お
気
持
ち
は
十
分
に
理
解
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
は
、
金
融

の
決
済
シ
ス
テ
ム
が
、
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ

ジ
タ
ル
化
し
て
い
て
、
若
い
人
は
、
お
金

を
持
ち
歩
か
な
い
と
言
う
状
況
で
、
日
銀

の
新
券
枚
数
は
確
実
に
激
減
し
て
い
る
事

で
、
相
良
村
に
お
い
て
ミ
ツ
マ
タ
の
栽
培

を
確
保
す
る
と
い
う
考
え
は
私
の
方
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
他
の
手
段
で
高
齢
者
の
収

入
の
確
保
に
つ
い
て
、
皆
様
方
の
知
恵
を

頂
き
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
２
月

の
定
例
議
会
の
ミ
ツ
マ
タ
に
つ
い
て
の
質

問
に
対
し
て
、
村
長
は
こ
の
よ
う
に
答
え

て
い
ま
す
。「
７
番
議
員
の
議
場
で
の
提

案
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
議
会
と
執
行
部

で
、
力
を
併
せ
て
情
報
を
収
集
し
て
、
農

家
の
方
の
地
域
に
少
し
で
も
お
勧
め
で
き

る
生
産
品
目
で
あ
る
な
ら
ば
取
り
組
み
た

い
」
と
の
答
弁
で
し
た
。
現
在
、
日
本
は

高
齢
化
社
会
で
す
。
高
齢
者
の
方
は
金
を

持
ち
歩
い
て
い
ま
す
。
全
て
の
若
者
が
金

を
持
ち
歩
か
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
日

銀
の
国
立
印
刷
局
の
新
券
の
発
注
枚
数
が

17
年
度
は
１
万
円
が
26
億
枚
、
27
年
度
は

10
億
枚
程
度
に
な
り
激
減
し
て
い
る
と

の
村
長
の
答
弁
を
信
用
し
、
こ
の
件
は
終

わ
り
ま
す
。

地
方
創
生
交
付
金
４
，
３

０
０
万
、
熊
日
に
委
託
し
て
事
業
を
行
う

旨
、
議
会
全
員
協
議
会
で
説
明
を
受
け
た

が
、
委
託
金
の
事
業
の
内
容
を
説
明
し
て

ほ
し
い
。

株
式
会
社
熊
本
日
日
新
聞
社

へ
の
委
託
料
は
国
の
交
付
金
４
，
３
０
０

万
円
、
一
般
財
源
３
４
４
万
円
、
合
計
４
，

６
４
４
万
円
の
事
業
と
な
り
ま
す
。
事
業

内
容
に
つ
い
て
は
別
表
（
13
ペ
ー
ジ
）
の

と
お
り
に
な
り
ま
す
。

事
業
の
内
容
に
つ
い
て
は
別

表
（
13
ペ
ー
ジ
）
に
掲
載
さ
れ
た
と
お
り

だ
と
思
い
ま
す
が
、
熊
日
さ
ん
の
動
画
作

成
、放
映
に
よ
る
相
良
村
の
Ｐ
Ｒ
と
、ヴ
ァ

レ
ン
タ
イ
ン
祭
り
に
力
を
い
れ
て
い
る
よ

う
な
感
じ
が
い
た
し
ま
す
。
全
て
の
村
民

の
人
に
役
に
立
つ
事
業
を
し
て
ほ
し
か
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
村
長
が
決
め
た
事
業

で
す
か
ら
成
功
す
る
事
を
願
っ
て
質
問
を

終
わ
り
ま
す
。

村 

長

小善　満子議員

小
善
議
員

小
善
議
員

小
善
議
員

総
務
課
長

小
善
議
員

紙幣の原料ミツマタ

問
１　
新
た
な
産
業
と
し
て
、
紙
幣
の
原
料

に
な
る
ミ
ツ
マ
タ
栽
培
で
、
高
齢
者

の
収
入
を
確
保
す
る
考
え
は
な
い
か
。

問
２　
ミ
ツ
マ
タ
に
つ
い
て
は
、
シ
カ
、
サ
ル
、

イ
ノ
シ
シ
の
食
害
は
無
く
、
当
村
に
も
適

し
て
要
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
。

問
３　
栽
培
に
当
た
っ
て
は
、
取
引
先
の
独

立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局
等
の
引
受

先
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

問
４　
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
の
４
，

３
０
０
万
円
に
つ
い
て
、
熊
日
に
委
託
し

て
事
業
を
行
う
旨
説
明
を
受
け
た
が
、
委

託
金
の
事
業
の
内
容
を
説
明
し
て
欲
し
い
。

問
５　
フ
ラ
ン
ス　
セ
ン
ト
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
村
と

の
姉
妹
提
携
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
を
求
め
る
。

問
６　
こ
の
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
住
民
は
理
解
し
て

い
な
い
、
住
民
の
た
め
に
な
る
事
業
で
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
詳
し
く
説
明
し
て
欲
し
い
。

問
７　
役
場
か
ら
の
公
文
書
の
回
覧
に
つ
い
て
、

住
民
に
周
知
徹
底
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

公
文
書
は
回
覧
で
い
い
と
思
わ
れ
る
か
。

「
有
害
ゴ
ミ
の
分
別
と
出
し
方
」「
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
」
等



　2017.2.9　第30号 6

一 般 質 問

良
し
て
ほ
し
い
と
意
見
を
申
し
上
げ
ま
し

た
が
、
球
磨
地
域
振
興
局
土
木
部
、
熊
本

県
土
木
部
の
方
が
言
わ
れ
た
こ
と
は
、
交

通
安
全
対
策
の
中
で
、
要
望
対
策
箇
所
を

１
番
に
あ
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
１
点
目
と
し
て
、
通
学
路
交
通
安
全

推
進
会
議
に
は
ど
う
い
う
メ
ン
バ
ー
で
構

成
さ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
委
員
会
、
南
北
小
学
校
長
、

人
吉
警
察
署
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、
相
良
村
役

場
建
設
課
、
球
磨
地
域
振
興
局
土
木
部
維

持
管
理
課
施
設
係
、
中
学
校
が
入
っ
て
な

か
っ
た
ん
で
、
中
学
校
の
方
も
メ
ン
バ
ー

と
し
て
入
っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で
来

て
い
ま
す
。

点
検
は
ど
の
く
ら
い
の
頻
度

で
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

各
小
中
学
校
で
学
期
に
１
回
は

や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
梅
雨
の
時
期

前
に
は
、
特
に
点
検
を
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
平
成
26
年
３
月
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
通
学
路
交
通
安
全
推
進
会
議
に
つ
い
て

は
そ
の
後
、
実
施
し
て
ま
せ
ん
が
、
各
学

池田　勝吉議員

相
良
村
通
学
路
交
通
安
全
推

進
会
議
に
つ
い
て
、
夏
休
み
に
入
っ
て
す

ぐ
の
児
童
の
人
身
事
故
の
件
に
つ
い
て
、

９
月
の
定
例
議
会
で
も
申
し
上
げ
、
定
例

議
会
で
議
決
し
た
国
道
４
４
５
号
の
道
路

改
良
を
求
め
る
意
見
書
を
、
球
磨
地
域
振

興
局
の
土
木
部
、
熊
本
県
土
木
部
へ
も
提

出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
折
、
今
回

人
身
事
故
が
起
き
た
個
所
を
優
先
的
に
改

校
で
定
期
的
に
は
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

合
同
で
の
実
施
が
な
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
こ
れ
は

合
同
で
し
た
方
が
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
危
険
箇
所
等
を
発
見
し
た
場
合
、
ど

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
改
善
、
対

策
等
の
要
望
を
さ
れ
て
い
る

の
か
。

危
険
で
あ
る
と

認
知
し
た
場
合
は
、
そ
の
都

度
、
国
、
県
に
要
望
が
必
要

で
、
今
年
の
場
合
は
直
接
、

３
度
ほ
ど
、
県
の
方
に
要
望

し
て
お
り
ま
す
。

要
望
、
意
見
書

提
出
の
際
、
優
先
順
位
は
ど

の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
い
る

の
か
。

通
学
路
交
通
安

全
推
進
会
議
で
は
年
に
一
回

危
険
箇
所
等
を
確
認
し
５
月

に
県
の
方
に
報
告
す
る
こ
と

に
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
危
険
個
所

の
優
先
順
位
は
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

平
成
29
年
度
は
優
先
的
に
交

通
安
全
で
一
番
に
あ
げ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

要
望
、
意
見
書
提
出
の
際
、

優
先
順
位
は
、
ど
の
よ
う
に

検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

危
険
個
所
の
優
先
順
位
は
付
け
て

お
り
ま
せ
ん
。

ＱＡ池
田
議
員

○
そ
の
他
雨
宮
神
社
に
か
か
る
風
致

保
安
林
に
つ
い
て
の
質
問
を
致
し

ま
し
た
。

教
育
長

池
田
議
員

教
育
長

池
田
議
員

建
設
課
長

池
田
議
員

建
設
課
長

池
田
議
員

国道445号（雨宮地区）
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手
農
家
の
収
益
が
少
し
で
も
上
が
る
お
手

伝
い
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

農
道
新
設
に
つ
い
て

川
辺
高
原
の
上
川
上
地
区
か

ら
上
園
地
区
の
上
ま
で
、
15
年
前
に
ふ
る

さ
と
農
道
が
完
成
し
農
家
の
方
か
ら
大
変

喜
ば
れ
て
ま
す
が
、
こ
の
事
業
の
内
容
を

お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
農
道
の
事

業
と
し
て
平
成
15
年
度
か
ら
平
成
18

年
度
の
４
ヵ
年
事
業
と
し
て
本
村
の

１
０
０
％
単
独
事
業
と
し
て
過
疎
債
等

を
活
用
し
ま
し
て
実
施
し
て
お
る
事
業
で

中村　重道議員

す
。
事
業
名
は
高
原
地
区
ふ
る
さ
と
農

道
緊
急
整
備
事
業
で
す
。
総
事
業
費
は

１
億
１
０
０
２
万
４
千
円
で
す
。
施
工
延

長
は
３
，
３
５
３
ｍ
、
幅
員
は
4.5
ｍ
で
す
。

村
の
単
独
事
業
で
ふ
る
さ
と
農
道
が
通
り

畑
を
買
収
さ
れ
て
約
数
町

の
茶
畑
を
造
成
さ
れ
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と

農
道
が
通
っ
た
お
か
げ
で
い
ろ
ん
な
農
業

振
興
に
寄
与
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
新

規
の
農
道
整
備
の
件
を
何
度
も
一
般
質
問

し
て
お
り
ま
す
。
高
原
地
区
の
集
積
の
契

約
面
積
も
関
係
者
、
職
員
の
努
力
が
あ
っ

て
県
下
で
も
優
秀
な
結
果
で
あ
っ
た
と
報

道
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
集
積
補
助
金
も
出

て
お
り
受
け
手
農
家
の
収
益
が
少
し
で
も

向
上
す
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
す
る
事

が
行
政
と
し
て
大
事
な
事
だ
と
思
い
ま
す

が
、
産
業
振
興
課
長
は
ど
の
よ
う
に
理
解

さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

３
番
議
員
が
言
わ
れ
た

と
お
り
農
家
の
収
益
等
に
つ
な
が
る
よ
う

な
施
策
の
一
つ
と
し
て
重
要
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
部
分
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
地
元
の
営
農
組
合
等
に
お
け
る
役

員
会
の
中
で
も
今
後
必
要
と
す
る
農
道
の

設
置
箇
所
の
検
討
も
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
川
辺
川
利
水
事
業
の
受
益
地
と
い

う
こ
と
で
計
画
変
更
等
の
同
意
取
得
の
法

的
手
続
が
完
了
し
な
い
と
国
、
県
と
の
補

助
事
業
の
活
用
が
で
き
な
い
地
域
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。15

年
前
約

４
年
間
で
の
村
の
単
独

事
業
で
ふ
る
さ
と
農
道

整
備
が
出
来
た
時
に
も

川
辺
川
利
水
事
業
の
網

は
か
ぶ
っ
て
お
っ
た
の

で
す
。
何
か
良
い
考
え

を
持
っ
て
県
と
折
衝
を

し
て
も
ら
っ
て
１
年
２

年
で
も
早
く
農
道
整
備

を
行
い
、
集
積
の
受
け

高
原
地
区
の
農
道
新
設
に
つ
い
て

ど
う
理
解
さ
れ
て
い
る
か

農
家
の
収
益
等
に
つ
な
が
る
重
要

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
部

分
と
考
え
て
い
る
。

ＱＡ中
村
議
員

産
業
振
興
課
長

中
村
議
員

産
業
振
興
課
長

中
村
議
員

高原上川下地区ふるさと農道
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で
、
反
省
、
問
題
等
は
な
か
っ
た
の
か
。

12
月
７
日
に
第
５
回
の

産
業
文
化
祭
の
実
行
委
員
会
を
開
催
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
事
前
に
反
省
点
等
、

取
り
ま
と
め
、
次
回
開
催
に
向
け
て
の

改
善
等
を
協
議
し
た
と
こ
ろ
。
主
な
反
省

点
の
内
容
だ
が
、
出
店
班
の
方
か
ら
は
電

圧
を
上
げ
て
も
ら
い
た
い
、
会
場
の
見
直

し
も
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
、
雨
で
準
備

の
テ
ン
ト
か
ら
ス
テ
ー
ジ
ま
で
行
く
に
あ

た
っ
て
、
足
場
が
悪
い
、
そ
う
い
っ
た
内

容
の
反
省
点
等
が
上
が
っ
て
い
る
。

平
成
27
年
度
介
護
保
険
改
正

で
、
在
宅
料
、
介
護
連
携
、
認
知
症
、
施

策
の
推
進
、
生
活
支
援
、
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
、
平
成
29
年
ま
で
に
全
市

町
村
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
現
時
点

で
の
事
業
内
容
を
。本

年
度
の
４
月
よ
り
、

介
護
予
防
、
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を

開
始
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
介
護
予

防
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
て
、

訪
問
介
護
、
通
所
介
護
及
び
週
３
回
、
林

業
セ
ン
タ
ー
等
で
実
施
し
て
い
る
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
シ
ー
ト
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
方
で
行
っ
て
い
る
介
護
予
防
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
あ
る
。
ま
た
、
一
般
介

護
予
防
事
業
と
し
て
、
通
所
型
介
護
予
防

教
室
の
げ
ん
き
ク
ラ
ブ
、
各
地
区
の
サ
ロ

ン
で
行
っ
て
い
る
巡
回
型
介
護
予
防
検

診
、
そ
し
て
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
等
を
実
施
し
て
い
る
。

村
民
の
方
が
、
安
心
安
全
な

生
活
が
で
き
る
よ
う
、
住
民
主
体
の
多
様

な
サ
ー
ビ
ス
、
支
援
の
た
め
の
環
境
整
備

を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

平
成
26
年
３
月
に
深
水
観
音

駐
車
場
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
が
、
松

葉
、
中
央
地
区
か
ら
要
望
が
提
出
さ
れ
、

現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
。

所
有
者
２
名
の
同
意
も

得
ら
れ
、
再
度
、
両
区
長
名
で
の
要
望
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
状
況
に
つ

い
て
、
２
名
の
所
有
者
と
の
使
用
貸
借
の

契
約
及
び
駐
車
場
予
定
地
と
な
っ
て
い
る

所
が
、
進
入
個
所
が
県
道
小
枝
深
水
線
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
県
と
の
協
議
用
の
詳

細
設
計
を
作
成
中
。
年
内
、
県
と
の
協
議

に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
協

議
が
済
み
次
第
す
ぐ
着
工
に
入
り
た
い
と

市岡　智惠議員

考
え
て
い
る
。工

事
の
内
容
に
つ
い
て
。

工
事
の
概
要
だ
が
、
延

長
が
お
お
よ
そ
20
ｍ
ほ
ど
。
そ
こ
の
県
道

に
設
置
し
て
あ
る
側
溝
か
ら
、
ど
の
部
分

か
ら
も
乗
り
入
れ
が
で
き
る
よ
う
な
か
た

ち
で
、
約
１
１
０
平
方
メ
ー
ト
ル
程
度
の

面
積
に
な
ろ
う
か
と
思
う
が
、
傾
斜
の
部

分
と
か
も
考
慮
し
な
が
ら
、
今
後
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

小
枝
深
水
線
観
音
下
の
側

溝
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

当
該
路
線
に
つ
い
て
は
、
側

溝
及
び
朝
迫
の
方
に
抜
け
る
路
線
と
か
の

方
に
も
、
か
け
切
り
と
か
で
県
の
方
に
従

来
、
要
望
し
て
い
る
。
今
回
の
側
溝
に
つ

い
て
も
、
引
き
続
き
、
側
溝
の
詰
ま
り
、

流
れ
の
解
消
等
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

記
念
す
べ
き
第
１
回
さ
が
ら

産
業
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
村
内
外
か
ら

も
多
く
の
方
が
訪
れ
、
賑
わ
っ
た
。
そ
こ

産
業
振
興
課
長

深
水
観
音
駐
車
場
に
つ
い
て

協
議
が
済
み
次
第
、
す
ぐ
着
工

に
入
り
た
い

ＱＡ

産
業
文
化
祭
に
つ
い
て

来
年
度
以
降
も
開
催
す
る

ＱＡ

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

国
の
方
か
ら
基
本
方
針
が
示
さ

れ
る
予
定

ＱＡ

市
岡
議
員

市
岡
議
員

産
業
振
興
課
長

市
岡
議
員

建
設
課
長

市
岡
議
員

産
業
振
興
課
長

市
岡
議
員

保
健
福
祉
課
長

市
岡
議
員
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上
園
地
区
林
地
開
発
に
つ

い
て
排
水
対
策
12
月
ま
で
に
工
事
を
や

る
と
回
答
が
あ
っ
た
が
如
何
な
っ
て
い

る
か
。

変
更
期
日
は
12
月
31
日

ま
で
と
言
う
事
で
進
歩
状
況
の
報
告
を

催
促
し
て
11
月
の
報
告
書
の
中
で
、
11

月
に
河
川
協
議
完
了
予
定
12
月
８
日
県

に
確
認
県
か
ら
許
可
が
無
い
、
許
可
決

定
後
速
や
か
に
村
の
建
設
課
と
配
管
埋

設
し
た
い
最
終
協
議
・
施
工
承
認
・
関

係
認
可
種
類
等
の
提
出
、
後
排
水
工
事
、

補
修
追
加
工
事
施
工
す
る
。

最
後
ま
で
見
届
け
た
い
の

茂吉　隆典議員

で
、
今
後
完
了
し
た
ら
教
え
て
頂
き
た

い
、
協
定
書
も
未
定
で
す
か
。

県
の
竣
工
確
認
検
査
含

め
完
了
時
点
で
協
定
書
締
結
に
努
力
し

た
い
。

最
後
の
報
告
を
受
け
た
い

道
路
問
題　

村
長
出
来
る
だ
け
早
く
、

速
や
か
に
や
り
た
い
と
、
回
答
は
あ
っ

た
が
、
手
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
と
、

９
月
私
の
質
問
で
建
設
課
長
は
土
質
の

調
査
と
か
の
答
弁
、
そ
の
件
に
つ
い
て

Ｃ
Ｂ
Ｒ
試
験
土
質
試
験
で

す
。
道
路
路
盤
の
状
態
等
を
単
独
路
線

の
調
査
で
、
道
路
正
常
化
調
査
を
村
道
・

村
内
全
域
で
実
施
結
果
に
基
づ
い
て
工

事
の
工
法
が
決
定
、
今
回
そ
の
結
果
を

待
っ
て
取
り
組
み
を
検
討
し
た
い
。

三
石
錦
線
で
、
調
査
が
ど

う
な
っ
て
い
る
か
、
そ
の
後
ど
う
な
る

の
か
。

三
石
錦
線
単
独
の
調
査
は

実
施
し
て
い
な
い
。

９
月
答
弁
で
は
道
路
の
路

面
の
土
質
の
調
査
を
や
っ
て
い
る
と
回

答
が
あ
っ
た
今
や
っ
て
い
な
い
こ
の
食

い
違
い
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

９
月
は
調
査
を
過

去
に
や
っ
た
と
の
答
弁
Ｃ
Ｂ
Ｒ

試
験
土
質
調
査
を
行
っ
た
後
で

し
た
の
で
の
報
告
で
す
。

調
査
は
ど
ん
な
調

査
か
、
結
果
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
。

土
壌
の
強
度
と
道

路
に
適
し
て
い
る
か
の
調
査

を
部
分
的
な
調
査
で
特
に
道

路
の
使
用
に
問
題
は
な
い
と

の
調
査
結
果
を
受
け
た
。

側
溝
の
（
三
方
）
開

き
解
消
出
来
な
い
か
、
通
じ
な

か
っ
た
か
な
、
陥
没
地
点
の
箇

所
は
危
険
個
所
と
思
わ
れ
た
ら

早
急
に
や
る
と
回
答
だ
っ
た

が
、や
っ
た
の
か
、や
ら
な
か
っ

た
の
か
、
な
か
っ
た
ら
後
ど
う

な
る
の
か
。

本
村
で
速
や
か
に

補
修
実
施
し
て
い
る
。

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

上
園
地
区
の
林
地
開
発
・
排
水

対
策
は

補
修
追
加
で
完
了
し
て
い
な
い

の
で
協
定
出
来
て
い
な
い

ＱＡ

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

三石錦線の新並木Ｔ字路

建
設
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

上園地区の林地開発地

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長
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村
道
平
原
十
島
線
に
つ
い
て
、

今
ま
で
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
来
た
か
、
そ

の
進
歩
状
況
に
つ
い
て
、
答
え
て
く
だ
さ
い
。

現
在
は
平
原
側
の
歩
道
拡
張

工
事
を
年
次
計
画
で
実
施
し
て
い
る
所
で
す
。

十
島
側
に
関
し
ま
し
て
は
、
28
年
度
内
に
、

当
該
会
社
の
ほ
う
に
出
向
い
て
用
地
交
渉
の

開
始
を
行
う
予
定
で
す
。

平
成
30
年
度
で
一
億
円
の
概
算

事
業
計
画
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
29
年
度
に

お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
計
画
を
考
え
て
お

ら
れ
ま
す
か
。

西本巳喜男議員

起
点
。
平
原
区
側
の
歩
道
拡
張

工
事
を
全
て
、
予
定
し
て
い
る
箇
所
全
て
完

了
し
、
並
行
し
て
用
地
交
渉
を
進
め
な
が
ら
、

終
点
側
の
十
島
地
区
側
の
拡
幅
工
事
が
進
め

ら
れ
て
行
く
よ
う
、
取
り
組
ん
で
行
く
予
定

で
す
。

村
長
に
お
尋
ね
し
ま
す
。
今

後
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
か
れ
ま
す

か
。

こ
の
十
島
の
ゴ
ル
フ
場
側
で
す
ね
、

あ
と
、
く
ま
川
鉄
道
に
も
近
接
し
て
お
る
関

係
で
で
す
ね
、
非
常
に
や
り
づ
ら
さ
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
高
度
な
交
渉
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。
平
原
側
に
お
き
ま
し
て
は
、
歩
道
工

事
を
や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
根
本
的
な
車
道

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
終
的
に
は
、
平
原
山

江
線
に
、
そ
の
平
原
十
島
線
は
凍
結
さ
せ
な

い
と
。
29
年
度
は
目
に
見
え
る
形
で
事
業
が

出
来
れ
ば
と
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。

88
歳
の
米
寿
祝
金
に
つ
い
て
、

本
年
度
の
米
寿
対
象
者
は
、
そ
の
内
、
祝
金

対
象
者
は
何
名
か
、祝
金
は
い
つ
送
っ
た
の
か
。

米
寿
対
象
者
は
37
名
、

そ
の
内
支
給
者
が
25
名
で
す
。
祝
金
の
支
給

に
つ
き
ま
し
て
は
、
条
例
の
方
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
の
確
認
を

取
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
事
務

手
続
中
と
い
う
こ
と
で
ま
だ
支
給

で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。

村
長
、
こ
う
い
う

状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
に
お
考
え
で
す
か
。

同
じ
敬
老
祝
金
の
中

で
の
１
０
０
歳
の
祝
金
が
一
律
と

い
う
こ
と
、
一
律
平
等
に
支
給
す

る
と
い
う
こ
と
等
を
考
え
れ
ば
、

現
在
の
こ
の
米
寿
祝
金
は
、
率
直
に
申
し
上

げ
て
、
欠
陥
制
度
で
す
。
村
民
の
間
で
も
、

こ
れ
は
も
う
欠
陥
と
い
う
、
お
か
し
い
と
い
う

こ
と
が
も
う
広
く
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
る
べ
き
時
期
に
一
律
平
等
に
支
給
で
き
る
よ

う
な
議
案
を
提
出
し
て
行
き
た
い
。

建
設
課
長

西
本
議
員

村
道
平
原
十
島
線
に
つ
い
て

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
く

ＱＡ

88
歳
の
米
寿
祝
金
に
つ
い
て

一
律
平
等
に
支
給
で
き
る
よ
う

な
議
案
を
提
出
し
て
い
き
た
い

ＱＡ

西
本
議
員

建
設
課
長

西
本
議
員

西
本
議
員

保
健
福
祉
課
長

西
本
議
員

平原十島線補道新設

村 
長

村 
長
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黒木　正照議員

現
在
、
日
本
国
内
に
お
い
て

は
、
独
居
高
齢
者
の
方
、
高
齢
者
の
み
世

帯
が
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
人
は

皆
一
様
に
歳
を
重
ね
、
誰
も
が
豊
か
な
老

後
を
願
っ
て
い
る
。
高
齢
者
の
安
否
確

認
を
強
化
す
べ
き
と
の
思
い
で
質
問
す

る
。
世
帯
数
及
び
安
否
確
認
の
現
状
に

つ
い
て
。

平
成
28
年
12
月
１
日
現

在
で
の
住
民
基
本
台
帳
に
把
握
し
て
い
る

数
と
な
る
が
、独
居
世
帯
は
２
４
６
世
帯
、

高
齢
者
の
み
世
帯
は
２
３
７
世
帯
。
安

否
確
認
の
現
状
だ
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
な
く
、
支
援
が
必
要
な
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
、
高
齢

者
の
み
世
帯
に
つ
い
て
は
、
ふ
れ
あ
い

訪
問
事
業
等
で
の
訪
問
活
動
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
。一

番
良
い
方
法
は
、
毎
日
電

話
を
か
け
て
安
否
の
確
認
を
し
て
い
た
だ

く
の
が
、
一
番
確
実
な
安
否
確
認
と
思
っ

て
い
る
。

独
居
高
齢
者
、
高
齢
者
の
み

世
帯
に
つ
い
て
、急
病
な
ど
の
緊
急
時
に
、

ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で
消
防
署
に
通
報
で
き
、

な
お
か
つ
隣
近
所
に
異
常
音
で
知
ら
せ
る

仕
組
み
、ま
た
火
災
報
知
器
を
利
用
し
て
、

自
動
的
に
消
防
署
へ
通
報
で
き
る
シ
ス
テ

ム
の
取
り
組
み
も
大
事
だ
と
思
う
。

機
器
の
導
入
と
な
れ
ば
、
別
の

次
元
で
の
協
議
が
必
要
な
の
で
、
そ
こ
の

と
こ
は
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
決
し
て
や
る
と
い
う
事
で
は
な
い
の

で
、
や
る
と
い
う
答
弁
を
頂
い
た
と
い
う

ふ
う
に
は
解
釈
な
さ
ら
な
い
で
い
た
だ
き

た
い
。

避
難
命
令
は
地
域
の
危
険
個

所
を
見
越
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
が
、
指
定
さ
れ
て
い
る
危
険
個
所
の

現
地
調
査
、
点
検
は
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。

毎
年
６
月
の
上
旬
に
相
良
村

防
災
会
議
が
開
催
さ
れ
る
が
、
そ
の
前
に

消
防
団
長
、
副
団
長
、
消
防
担
当
者
が
村

内
の
危
険
個
所
を
巡
視
し
て
お
り
、
毎
年

行
っ
て
い
る
。避

難
勧
告
に
つ
い
て
、
住
民

の
方
の
避
難
の
確
認
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ

て
い
る
の
か
。
特
に
支
援
が
必
要
な
災
害

時
要
援
護
者
の
確
認
に
つ
い
て
。

避
難
所
に
来
ら
れ
た
方
は
把

握
で
き
る
が
、
親
戚
な
ど
に
避
難
さ
れ
る

方
の
把
握
は
出
来
て
い
な
い
。
身
体
が
不

自
由
な
方
等
の
避
難
に
つ
い
て
の
体
制
は

今
の
と
こ
ろ
村
と
し
て
は
な
い
。

昨
年
６
月
の
保
全
対
策
に
つ

い
て
の
質
問
で
、「
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ

ス
の
下
に
環
境
整
備
を
す
る
。
地
域
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
環
境
改
善
を
考
え
て
い

く
」
と
の
答
弁
で
し
た
が
、
そ
の
後
ど
の

よ
う
な
対
策
を
取
ら
れ
た
か
。

特
段
的
な
観
光
へ
の
取
り
組
み

は
ま
だ
し
て
い
な
い
。

今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
必
要
か
。

地
元
で
保
存
会
の
設
立

を
提
案
し
て
い
る
。
地
域
づ
く
り
交
付
金

の
活
用
、
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
自
体
を
村
の
有

形
文
化
財
に
指
定
す
る
方
法
と
か
、
取
り

組
む
べ
き
方
法
を
検
討
し
な
が
ら
、
協
力

し
て
い
く
部
分
は
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

他
に
、
消
防
庁
か
ら
点
検
の
要
請
が
な

さ
れ
て
い
る
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
も

質
問
し
た
。

押
ボ
タ
ン
や
火
災
報
知
器
を
利
用

し
、
自
動
的
に
消
防
署
へ
通
報
で
き

る
シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
検
討
は
。

検
討
は
し
て
い
き
た
い
と
思
う
が
、

決
し
て
や
る
と
い
う
事
で
は
な
い
。

ＱＡ

産
業
振
興
課
長

黒
木
議
員

移
動
手
段
を
持
た
な
い
方
・
体
の
不

自
由
な
方
・
高
齢
者
（
災
害
時
要
援

護
者
）
の
避
難
の
確
認
は
。

親
戚
等
に
避
難
さ
れ
る
方
の
把
握
は

出
来
て
い
な
い
。
避
難
に
つ
い
て
の

体
制
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

ＱＡ

平
成
28
年
６
月
答
弁
の
取
り
組
み
は
。

取
り
組
み
は
ま
だ
し
て
い
な
い
。

ＱＡ

緊
急
通
報
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

災
害
時
の
避
難
発
令
に
つ
い
て

カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
に
つ
い
て

保
健
福
祉
課
長

黒
木
議
員

黒
木
議
員

黒
木
議
員

総
務
課
長

黒
木
議
員

総
務
課
長

黒
木
議
員

黒
木
議
員

村 

長

村 

長
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農
業
振
興
に
つ
い
て

異
常
気
象
に
よ
る
農
産
物
の

減
少
、
価
格
の
低
迷
に
よ
り
農
業
経
営
が

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
村
と

し
て
農
業
振
興
に
対
す
る
考
え
は
あ
る

の
か
。

品
質
向
上
、
コ
ス
ト
削

減
は
も
と
よ
り
収
益
増
に
繋
が
る
よ
う
新

規
就
農
者
及
び
担
い
手
確
保
に
向
け
た
支

援
、
補
助
事
業
等
に
対
す
る
村
独
自
の
農

業
振
興
補
助
金
交
付
要
綱
の
制
定
に
努
め

て
来
た
が
、
依
然
と
し
て
高
齢
化
等
に
よ

る
担
い
手
不
足
に
歯
止
め
が
効
か
な
い
状

況
で
あ
る
。
今
後
、
新
規
就
農
者
及
び
担

い
手
育
成
に
向
け
た
画
期
的
な
制
度
改
革

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

農
家
と
し
て
一
番
残
念
な
事

は
、
利
水
事
業
の
休
止
で
あ
る
思
う
。
今

後
、
農
業
振
興
を
図
る
た
め
に
高
原
台
地

に
「
水
の
手
当
」
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

無
念
な
事
で
あ
る
が
、
利
水
事

業
が
頓
挫
し
て
し
ま
い
、
計
画
変
更
に
進

ん
で
い
る
。
農
家
の
３
分
２
の
同
意
が
得

ら
れ
る
こ
と
が
農
業
振
興
の
ス
タ
ー
ト
と

考
え
て
い
る
。農

家
の
負
担
軽
減
策
と
し
て

国
、
県
の
補
助
は
あ
る
が
、
村
独
自
の
補

助
金
と
機
械
購
入
、
貸
出
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

コ
ス
ト
削
減
や
機
械
代
の
補
助

金
等
に
つ
い
て
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
遠
慮
な
く
農
家
の
方
に

言
っ
て
く
だ
さ
い
と
話
し
て
い
る
。

農
林
家
の
活
力
を
見
出
だ
す

た
め
に
も
村
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

本
音
の
議
論
を
議
員
の
皆
さ

ん
、
村
民
の
皆
さ
ん
と
や
っ
て
い
く
こ
と

が
村
の
活
性
化
、
農
業
の
活
性
化
に
な
る

と
考
え
ま
す
。

なつめ保育園横の村道白線

２
路
線
の
道
路
改
修
に
つ
い
て

村
道
永
江
瀬
馳
線
、
農
道
松

馬
場
下
川
辺
線
に
お
い
て
、
凹
凸
の
個
所

が
多
く
見
ら
れ
る
が
状
況
を
把
握
さ
れ
て

い
る
の
か
。

村
道
永
江
瀬
馳
線
は
、
高
尾

橋
よ
り
下
流
側
部
分
、
農
道
松
馬
場
下
川

辺
線
で
は
川
辺
川
園
の
裏
側
及
び
構
造
改

善
セ
ン
タ
ー
の
周
り
付
近
に
凹
凸
が
見
受

け
ら
れ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

雨
水
等
が
多
く
溜
ま
っ
て
い

る
状
況
で
あ
る
の
で
改
修
が
必
要
だ
と
思

う
。
農
道
松
馬
場
下
川
辺
線
は
、
子
ど
も

達
の
通
学
路
で
あ
る
と
思
う
。
事
故
発
生

を
未
然
に
防
ぐ
為
に
も
２
路
線
は
早
急
な

髙岡　重盛議員

対
応
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

危
険
個
所
に
つ
い
て
は
、
情

報
の
提
供
を
頂
け
れ
ば
可
能
な
限
り
早

急
に
対
応
を
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

道
路
幅
確
認
の
白
線
に
つ
い
て

道
路
幅
確
認
の
白
線
に
つ
い

て
、
村
及
び
村
議
会
議
長
宛
に
区
長
会
よ

り
要
望
が
な
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
そ

の
後
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

平
成
27
年
度
は
、
永
江
瀬

馳
線
７
４
５
ｍ
、
広
域
農
道
で
延
べ
２
，

４
６
８
ｍ
設
置
し
て
い
る
。
平
成
28
年
度

に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
道
８
，
８
０
０
ｍ
、

広
域
農
道
２
，
９
０
０
ｍ
の
設
置
を
予
定

し
て
い
る
。

夜
間
や
雨
降
り
時
に
は
、
道

路
幅
確
認
が
難
し
く
、
カ
ー
ブ
の
場
合
に

は
特
に
分
か
り
に
く
い
の
で
安
全
走
行
を

し
て
も
ら
う
為
に
も
早
急
に
白
線
を
設
置

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

白
線
は
早
急
に
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
車
道
幅
に

つ
い
て
は
、
改
良
、
幅
を
広
げ
る
対
策
も

考
え
て
い
る
。

髙
岡
議
員

農
林
家
の
活
性
化
は

村
民
、
議
員
と
共
に
や
っ
て

い
く
こ
と

ＱＡ建
設
課
長

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

建
設
課
長

髙
岡
議
員

村 

長

髙
岡
議
員

産
業
振
興
課
長

髙
岡
議
員

村 

長
髙
岡
議
員

村 

長
髙
岡
議
員

村 

長

村 

長
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地方創生加速化交付金　委託内容及び事業費　内訳
委託先：株式会社熊本日日新聞社　委託料：46,388,418円

７番小善議員　一般質問による資料提供　　　　　　　（単位：千円）
事業内容 事業費 備　　　考

１．特産品ブランド化事業 16,310,418 
○商品開発セミナー 2,808,000 7月～ 10月実施
○開発商品の熊本の宝物グランプリ
　への出場、商品化に向けた支援 2,484,000 開発した商品：6品目

○KKT夢まちランドへの出店、びぷ
　れす広場でのPR活動、相良村ヴァ
　レンタイン祭りの会場設営、ツアー
　企画等

6,750,000 

KKT夢まちランド：
　　　　　平成28年10月29日、30日開催
相良村ヴァレンタイン祭り：
　　　　　平成29年2月12日開催

○移住定住PR用パンフレット、ポス
　ター、インターネット広告等の制作 3,348,000 

○セントヴァレンタイン村村長の国
　内移動、歓迎レセプション、通訳 920,418 平成28年9月27日、28日来村

２、田舎暮らし魅力発信事業 15,390,000 
○移住定住PR用動画、イメージソン
　グ制作 8,424,000 動画：3分、5分、10分

○インターネット情報サービスを活
　用した情報発信 3,780,000 新聞、テレビ、ＹｏｕＴｕｂｅ、ツイッター等

○県立大学生による村の地域資源調
　査、事業者調査 3,186,000 

３、地方創生人材育成事業 8,208,000 
○ヴァレンタイン祭りに向けた企画
　会議の開催 1,404,000 参画：村民、事業者、高校、大学

○相良ブランドデザイン会議の開催 1,674,000 協議内容：相良ブランドの構築、柳瀬の石倉と周
辺の利活用

○地方創生人材育成講座
　（外部講師による講演会） 1,425,600 平成28年11月14日開催

講師：木村俊昭氏

○地方創生インターンシップ事業 3,704,400 首都圏の大学生が村内で生活し、地域づくり、産
業、村の暮らしなどを実践して技術を学ぶ

４、セントヴァレンタイン村との交流事業 6,480,000 
○ヴァレンタイン村公認の結婚証明
　書や訪問記念証等の制作 1,080,000 

○セントヴァレンタイン村レストラン
　監修のフランス料理の新メニュー
　開発、東京のメリーズカフェによ
　る新メニューの開発

1,080,000 メリーズカフェ：ヴァレンタイン村レストランと
メリーチョコレートが運営

○村内観光スポットの案内板設置、
　商品開発等 2,862,000 

○ヴァレンタイン祭りポスター・パ
　ンフレットに村内の情報の掲載、
　海外メディアや独自のインター
　ネットサービス等でのＰＲ、ヴァ
　レンタイン祭りに向けた支援や
　協力

1,458,000 

合　　計 46,388,418 
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【
議
会
広
報
編
集
委
員
会
】

　
委
員
長
　
　
市
岡
　
智
惠

　
副
委
員
長
　
　
茂
吉
　
隆
典

　
委
　
　
員
　
　
池
田
　
勝
吉

　
　
　
　
　
　
　
髙
岡
　
重
盛

　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
重
道

　
発
行
責
任
者
　
友
田
　
政
春

　

今
年
初
め
て
の
発
行
と
な
り
ま

す
。
み
な
さ
ん
も
新
し
い
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

議
会
議
員
と
し
て
、
議
会
活
動
の
報

告
と
し
て
、
今
回
も
議
会
活
動
報
告

と
し
て
議
長
始
め
議
員
全
員
の
記
載

が
出
来
た
こ
と
を
、
大
変
あ
り
が
た

い
こ
と
と
感
謝
し
ま
す
。
現
広
報
委

員
最
後
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。
次

回
新
し
い
広
報
委
員
で
の
発
刊
と
な

り
ま
す
。

　

広
報
委
員　

一
同

　　期　日：平成28年11月15日（火）～ 17日（木）
　　場　所：衆議院、参議院議員会館
　　　　　　　　　　長野県麻

お み

績村議会、小
お ぶ せ

布施町

　地元選出の衆議院議員、参議院議員に意見書を提出。直接、ご本人とお会いし、
要望内容を説明した。
　長野県麻績村は、人口が約2,800人。議会の議員定数は８名。議会活性化に向けた
取り組みを長年続けられている。子ども議会や休日議会の開催。議会における災害
発生時の対応要綱を制定し、大規模災害発生時の議員行動マニュアルが作られてい
る。若手議員の担い手不足など共通の改善課題もあり、他県の議員との貴重な意見
交換を行った。
　長野県小布施町は修景事業、オープンガーデン等のまちづくり政策等で全国で有
名。オープンガーデンは住民のボランティアで行われており、住民の地域づくり
へ参加する意識の高さに感銘した。移住定住政策では、子育て世代などの若い方々
の転入促進・転出抑制のため、宅地開発を官民一体で実施されてきた。

　以上のとおり、報告します。
平成28年11月　　　　　　　

相良村議会　

議員研修報告
国道445号の道路改良を求める意見書提出及び先例地研修

松村祥史経済産業副大臣に提出 麻績村議会での研修


